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� 
は
じ
め
に
�

�　
平
成
十
六
年
第
四
回
臨
時
町
議
会
に

あ
た
り
、
こ
れ
か
ら
の
町
政
執
行
へ
の

私
の
所
信
の
一
端
を
申
し
上
げ
、
町
議

会
議
員
の
皆
様
並
び
に
町
民
の
皆
様
に
、

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
�

　
私
は
、
先
の
選
挙
に
お
き
ま
し
て
、

町
民
の
皆
様
か
ら
、
多
く
の
ご
支
持
を

い
た
だ
き
町
政
を
担
当
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
�

　
こ
こ
に
町
づ
く
り
に
対
し
、
熱
き
思

い
を
寄
せ
る
町
民
皆
様
の
期
待
の
大
き

さ
と
町
長
と
し
て
の
重
責
に
身
の
引
き

締
ま
る
思
い
で
あ
り
、
加
え
て
、
私
に

対
す
る
ご
批
判
を
真
摯
に
受
け
止
め
、

議
事
機
関
で
あ
り
ま
す
議
会
と
の
関

係
に
つ
き
ま
し
て
は
、
議
員
と
町
長

と
い
う
相
互
の
役
割
と
立
場
を
大
切

に
し
な
が
ら
、
町
政
の
推
進
に
あ
ら

ゆ
る
努
力
を
傾
注
す
る
決
意
を
新
た

に
進
め
ま
す
。
�

　
去
る
九
月
三
十
日
、
新
出
前
町
長

か
ら
事
務
の
引
継
を
受
け
ま
し
た
。
�

同
氏
の
豊
富
な
行
政
経
験
と
優
れ
た

見
識
に
改
め
て
感
服
し
、
バ
ブ
ル
崩

壊
と
右
肩
下
が
り
の
経
済
状
況
な
ど
、

未
だ
か
つ
て
経
験
し
た
こ
と
の
な
い

行
財
政
の
環
境
下
に
お
い
て
、
確
固

た
る
本
町
の
基
盤
を
築
か
れ
て
き
た

大
き
な
功
績
に
対
し
衷
心
か
ら
敬
意

を
表
し
、
新
出
町
政
を
継
承
す
る
に

一
点
の
曇
り
も
あ
り
ま
せ
ん
。
�

西澤新町長�

町政執行方針�
西澤新町長の初議会となる10月18日の町臨時議会で、町政執行方針演説を行いました。�

町長は基本姿勢として①町民の声が町政に反映される平等で公正なまちづくり②心豊

かで笑顔いっぱいのまちをめざし③町村合併は住民と共に誤りなき判断を実行する決

意を表明しました。�

また、主要な施策として、産業振興や環境の創出などの推進について述べました。�

今月号では臨時町議会での町長の町政執行方針についてお知らせします。�

西澤新町長の初議会となる10月18日の町臨時議会で、町政執行方針演説を行いました。�

町長は基本姿勢として①町民の声が町政に反映される平等で公正なまちづくり②心豊

かで笑顔いっぱいのまちをめざし③町村合併は住民と共に誤りなき判断を実行する決

意を表明しました。�

また、主要な施策として、産業振興や環境の創出などの推進について述べました。�

今月号では臨時町議会での町長の町政執行方針についてお知らせします。�

町
政
に
臨
む
基
本
姿
勢
�

�

　
地
方
自
治
を
取
り
巻
く
環
境
は
、

今
も
緩
や
か
な
デ
フ
レ
が
続
き
閉
塞

感
漂
う
危
機
的
な
経
済
状
況
下
に
あ

り
、
加
え
て
グ
ロ
ー
バ
ル
化
、
少
子

高
齢
化
、
環
境
問
題
の
多
様
化
そ
し

て
地
方
分
権
の
推
進
や
国
に
お
け
る

地
方
交
付
税
の
削
減
、
三
位
一
体
改

革
、
道
州
制
、
市
町
村
合
併
問
題
な

ど
大
き
な
時
代
の
転
換
期
に
直
面
し

て
い
ま
す
。
�

　
こ
の
こ
と
は
、
本
町
に
お
い
て
も

行
財
政
や
町
民
生
活
に
大
き
な
影
響

を
及
ぼ
し
て
お
り
、
こ
の
よ
う
に
生

活
を
支
え
る
様
々
な
要
素
が
変
化
し
、

不
確
実
性
が
強
ま
る
中
で
、
町
政
が

担
う
役
割
は
変
化
を
余
儀
な
く
さ
れ
、

町
政
運
営
の
大
胆
な
改
革
が
求
め
ら

れ
て
い
ま
す
。
�

　
私
は
、
こ
う
し
た
時
代
で
あ
る
か

ら
こ
そ
、
「
創
る
、
い
き
い
き
新
時

代
」
を
メ
イ
ン
テ
ー
マ
に
掲
げ
、
町

民
と
と
も
に
、
ま
ち
づ
く
り
の
感
動

を
共
有
し
な
が
ら
、
今
こ
そ
行
財
政

基
盤
の
確
立
強
化
と
効
率
化
を
念
頭

に
、
自
立
で
き
る
強
固
な
自
治
体
を

作
り
上
げ
、
地
域
間
競
争
、
都
市
間

競
争
に
勝
ち
抜
い
て
い
く
ま
ち
づ
く

り
に
挑
戦
し
て
い
き
ま
す
。
�

「創る、いきいき新時代」�

初登庁する西澤新町長�
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町
民
の
声
が
町
政
に
反
映
さ
れ
 
 
�

 
 
 
る
公
正
な
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
�

�　
町
民
が
積
極
的
に
町
政
に
参
画
す
る

た
め
に
は
、
町
民
活
動
を
支
援
す
る
様
々

な
シ
ス
テ
ム
づ
く
り
が
必
要
で
あ
り
、

町
民
の
権
利
を
守
り
、
義
務
の
履
行
を

促
し
、
活
動
を
支
援
す
る
た
め
の
し
っ

か
り
と
し
た
基
礎
づ
く
り
を
目
指
し
て

自
治
基
本
条
例
な
ど
の
制
定
に
向
け
た

検
討
を
進
め
ま
す
。
�

� 
　
 
笑
顔
い
っ
ぱ
い
の
�

　
　
　
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
�

�　
本
格
的
な
地
方
分
権
時
代
の
到
来
を

迎
え
、
こ
れ
か
ら
の
町
政
運
営
に
お
い

て
は
、
地
域
の
個
性
を
活
か
し
な
が
ら
、

自
主
・
自
立
的
な
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

て
い
く
た
め
の
町
経
営
の
感
覚
が
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
�

 
未
来
に
希
望
が
も
て
、
心
豊
か
で
笑

顔
い
っ
ぱ
い
の
町
経
営
の
重
要
な
舵
取

り
役
と
し
て
、
顧
客
志
向
、
協
働
重
視
、

成
果
志
向
を
原
点
に
、
町
政
運
営
の
基

本
と
な
る
町
民
と
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ

プ
の
構
築
や
、
常
に
意
欲
的
に
町
政
改

革
に
挑
戦
す
る
よ
う
な
職
員
の
育
成
な

ど
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。
�

� 
　
 
町
村
合
併
は
住
民
と
共
に
�

　
　
　
判
断
し
ま
す
�

�　
私
は
、
こ
の
度
の
町
長
選
挙
に
お
い

て
町
村
合
併
が
大
き
な
争
点
と
な
る
中
で
、

羅
臼
町
と
の
合
併
推
進
を
強
調
し
て
き

ま
し
た
。
�

　
地
方
分
権
時
代
を
迎
え
、
国
の
施
策

と
財
源
に
依
存
し
た
均
衡
で
画
一
的
な

自
治
体
経
営
か
ら
、
地
域
の
こ
と
は
地

域
で
自
ら
考
え
決
定
し
、
責
任
を
取
る

と
い
う
「
自
己
決
定
・
自
己
責
任
」
の

原
則
に
加
え
、
必
要
が
あ
れ
ば
「
自
己

負
担
」
を
行
う
と
い
う
地
方
分
権
型
の

地
域
経
営
へ
の
変
革
が
求
め
ら
れ
て
い

ま
す
。
�

　
合
併
は
、
「
究
極
の
行
政
改
革
」
で

あ
る
と
言
わ
れ
ま
す
が
、
限
ら
れ
た
財

源
の
中
で
、
地
方
分
権
に
ふ
さ
わ
し
い

行
政
の
組
織
化
や
専
門
化
な
ど
の
体
制

整
備
に
加
え
、
必
要
な
住
民
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
し
て
い
く
た
め
に
も
、
合
併
に

よ
り
新
た
な
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。
�

　
ま
た
、
国
と
地
方
の
財
政
状
況
は
、

非
常
に
悪
化
し
て
お
り
、
町
が
必
要
な

事
業
を
実
施
す
る
上
で
不
足
す
る
財
源

を
国
が
交
付
す
る
地
方
交
付
税
も
平
成

十
二
年
度
を
ピ
ー
ク
に
激
減
し
て
い
ま
す
。
�

　
こ
の
傾
向
は
、
今
後
も
当
分
継
続
す

る
と
想
定
さ
れ
、
一
般
財
源
の
多
く
を

地
方
交
付
税
に
依
存
し
て
い
る
本
町
に

と
っ
て
は
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
や
必
要
な

事
務
事
業
の
実
施
に
も
影
響
が
生
じ
て

い
ま
す
。
�

　
少
子
・
高
齢
化
や
高
度
情
報
化
な
ど

の
進
展
、
環
境
行
政
な
ど
に
対
す
る
新

た
な
対
応
の
必
要
性
な
ど
、
行
政
が
果

た
す
役
割
は
今
後
も
更
に
複
雑
・
多
様

化
し
て
く
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
が
、
厳

し
さ
を
増
す
財
政
状
況
の
中
で
、
必
要

な
行
政
サ
ー
ビ
ス
に
適
切
に
対
応
し
て

い
く
た
め
に
も
、
合
併
に
よ
り
、
管
理

部
門
の
職
員
を
集
約
化
し
、
専
門
化
や

拡
充
が
必
要
な
部
署
へ
重
点
配
分
す
る

な
ど
、
で
き
る
限
り
の
行
政
効
率
の
向

上
が
必
要
で
す
。
�

　
合
併
を
契
機
と
し
て
「
中
標
津
」
は
、

現
在
の
商
業
や
流
通
、
医
療
な
ど
の
機

能
の
集
積
に
加
え
、
根
釧
北
東
部
地
域

に
お
け
る
行
政
及
び
都
市
基
盤
が
整
備

さ
れ
た
中
心
都
市
と
し
て
、
更
な
る
発

展
が
期
待
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
地
方
分

権
の
ま
す
ま
す
の
進
展
に
よ
り
、
地
域

に
お
い
て
「
市
」
が
果
た
す
役
割
は
相

当
大
き
な
も
の
に
な
り
、
大
幅
な
権
限

移
譲
が
期
待
で
き
、
市
制
施
行
を
目
指

し
た
中
で
の
地
域
の
発
展
へ
と
期
待
が

広
が
り
ま
す
。
�

　
世
界
自
然
遺
産
登
録
を
目
指
す
「
知

床
」、
北
海
道
遺
産
に
登
録
さ
れ
て
い

る
「
根
釧
台
地
の
格
子
状
防
風
林
」
な

ど
の
貴
重
な
自
然
や
資
源
、
空
の
玄
関

口
と
し
て
の
中
標
津
空
港
、
先
進
的
な

農
業
と
豊
か
な
水
産
資
源
の
連
携
、
可

能
性
が
広
が
る
「
海
洋
深
層
水
」
の
利

活
用
、
こ
れ
ら
を
包
括
し
た
観
光
産
業

の
発
展
な
ど
を
通
じ
、
地
域
資
源
の
保

全
と
地
域
間
競
争
を
勝
ち
抜
く
た
め
の

基
盤
を
強
化
す
る
こ
と
が
期
待
で
き
ま
す
。
�

　
今
回
の
選
挙
を
通
じ
て
、
現
在
推
進

し
て
い
る
合
併
協
議
に
つ
い
て
、
住
民

の
皆
さ
ん
か
ら
新
市
の
名
称
に
対
す
る

不
満
や
財
政
問
題
へ
の
不
安
、
枠
組
み

に
対
す
る
懸
念
、
更
に
は
負
担
や
サ
ー

ビ
ス
に
対
す
る
心
配
等
々
大
変
多
く
の

意
見
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
�

　
私
は
、
町
民
皆
様
か
ら
付
託
を
い
た

だ
い
た
町
長
と
し
て
の
果
た
す
べ
き
役

割
を
強
く
認
識
し
、
全
て
の
町
民
の
幸

せ
を
願
い
、
現
在
の
施
策
展
開
は
も
ち

ろ
ん
の
こ
と
、
三
十
年
先
、
五
十
年
先

を
見
据
え
、
将
来
像
を
描
き
な
が
ら
大

局
的
見
地
に
立
ち
、
住
民
の
皆
さ
ん
と

共
に
、
こ
の
地
域
の
発
展
に
つ
な
が
る

た
め
の
判
断
を
し
な
く
て
は
な
ら
な
い

と
意
を
強
く
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
�

　
多
様
な
個
性
を
持
ち
、
限
り
な
い
産

業
・
文
化
の
創
造
に
つ
な
が
る
可
能
性

を
持
つ
、
こ
の
合
併
の
実
現
に
、
深
い

ご
理
解
を
い
た
だ
き
、
未
来
に
夢
を
託

せ
る
太
い
道
筋
を
つ
け
さ
せ
て
下
さ
い

ま
す
よ
う
、
重
ね
て
お
願
い
し
ま
す
。
�

西澤新町長  町政執行方針�

西澤新町長の初議会となる10月18日の町臨時議会で、町政執行方針演説を行いました。�

町長は基本姿勢として①町民の声が町政に反映される平等で公正なまちづくり②心豊

かで笑顔いっぱいのまちをめざし③町村合併は住民と共に誤りなき判断を実行する決

意を表明しました。�

また、主要な施策として、産業振興や環境の創出などの推進について述べました。�

今月号では臨時町議会での町長の町政執行方針についてお知らせします。�
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10月20日合併協議会  会長就任あいさつ�
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町
づ
く
り
に
つ
い
て
は
、
「
中
標
津

町
第
五
期
総
合
発
展
計
画
」
を
基
本
と

し
て
進
め
ま
す
。
�

� 
　
 
い
き
い
き
と
し
た
�

 
 
 
産
業
振
興
の
推
進
�

�　
農
業
は
本
町
の
基
幹
産
業
で
あ
る
ば

か
り
で
な
く
、
わ
が
国
の
食
料
基
地
と

し
て
そ
の
役
割
は
極
め
て
重
要
で
す
。
�

　
今
、
農
業
は
Ｗ
Ｔ
Ｏ
農
業
交
渉
に
よ

る
国
際
化
へ
の
対
応
、
家
畜
糞
尿
な
ど

の
環
境
対
策
、
Ｂ
Ｓ
Ｅ
問
題
な
ど
に
直

面
し
て
い
ま
す
が
、
食
の
安
心
安
全
の

確
保
は
最
重
要
視
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
こ
と
で
あ
り
、
持
続
可
能
な
農
業

の
生
産
構
造
を
構
築
す
る
た
め
、
各
種

施
策
を
進
め
て
い
き
ま
す
。
�

　
そ
の
た
め
に
、
農
業
生
産
条
件
の
不

利
を
補
正
す
る
た
め
の
支
援
と
し
て
、

中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
制
度
の
継
続

的
な
実
施
に
つ
い
て
、
国
に
要
望
す
る

と
と
も
に
、
町
と
し
て
も
幅
広
い
町
民

の
理
解
を
得
て
必
要
な
支
援
を
し
ま
す
。
�

　
ま
た
、
畜
産
環
境
施
設
整
備
、
草
地

基
盤
の
整
備
な
ど
国
や
道
の
制
度
を
積

極
的
に
導
入
す
る
な
ど
、
農
業
基
盤
の

整
備
促
進
を
図
る
外
、
農
業
担
い
手
の

確
保
と
新
規
就
農
者
の
支
援
に
努
め
ま
す
。
�

　
林
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
森
林
資
源

の
整
備
及
び
質
的
充
実
を
促
進
し
、
水

資
源
の
涵
養
や
町
土
保
全
、
人
と
森
林

の
共
生
や
資
源
の
循
環
利
用
に
努
め
る

と
と
も
に
、
持
続
可
能
な
森
林
経
営
と

林
業
・
林
産
業
の
活
性
化
に
努
め
ま
す
。
�

　
本
町
は
根
室
管
内
の
商
業
・
サ
ー
ビ

ス
業
が
集
積
す
る
拠
点
で
あ
る
と
同
時
に
、

公
的
機
関
な
ど
多
く
の
都
市
機
能
・
施

設
が
集
積
し
て
い
ま
す
。
�

　
し
か
し
、
広
域
道
路
整
備
に
伴
い
郊

外
に
大
型
店
な
ど
の
移
転
、
進
出
が
際

立
ち
、
中
心
市
街
地
の
に
ぎ
わ
い
と
活

気
が
失
わ
れ
、
今
後
一
層
空
き
地
、
空

き
店
舗
が
出
現
し
、
空
洞
化
が
進
む
こ

と
が
懸
念
さ
れ
て
お
り
、
商
工
会
な
ど

各
種
団
体
と
の
協
議
を
重
ね
、
中
心
市

街
地
機
能
の
強
化
、
空
き
店
舗
対
策
な

ど
有
効
な
手
立
て
を
講
じ
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
高
度
情
報
化
社
会
に
対
応
し
た

民
間
投
資
の
促
進
を
図
り
、
商
工
業
者

の
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
の
支
援
に
努

め
ま
す
。
�

　
中
標
津
空
港
は
北
方
領
土
や
阿
寒
、

知
床
国
立
公
園
な
ど
に
囲
ま
れ
、
す
ば

ら
し
い
自
然
環
境
に
恵
ま
れ
て
い
ま
す
。

知
床
半
島
は
来
年
の
夏
に
は
世
界
自
然

遺
産
に
登
録
さ
れ
る
予
定
で
あ
り
、
東

京
便
の
増
便
や
新
規
路
線
の
開
設
な
ど

を
強
く
国
や
エ
ア
ラ
イ
ン
に
働
き
か
け

る
と
と
も
に
、
利
用
者
の
拡
大
等
に
努

め
ま
す
。
�

　
地
域
高
規
格
道
路
は
酪
農
な
ど
基
幹

産
業
の
振
興
と
医
療
・
教
育
・
経
済
等

の
安
定
及
び
広
域
観
光
な
ど
多
岐
に
わ

た
る
内
陸
生
活
圏
の
諸
活
動
を
支
え
る

重
要
な
路
線
で
あ
り
、
こ
の
整
備
促
進

に
努
め
ま
す
。
�

� 
　
 
き
ら
り
輝
く
�

　
　
　
環
境
の
創
出
�

�　
格
子
状
防
風
林
な
ど
豊
富
な
自
然
環

境
は
水
や
空
気
の
浄
化
を
促
す
と
と
も
に
、

動
植
物
の
良
好
な
生
存
環
境
の
形
成
や

人
へ
の
心
の
安
ら
ぎ
感
を
与
え
ま
す
。
�

 
美
し
い
自
然
と
調
和
し
た
快
適
空
間

の
創
造
を
図
る
た
め
、
公
害
防
止
や
環

境
保
全
型
社
会
へ
の
取
り
組
み
を
強
化

す
る
と
と
も
に
、
誇
れ
る
自
然
や
環
境

の
保
全
と
ふ
れ
あ
い
の
場
の
創
出
に
努

め
て
い
き
ま
す
。
�

　
家
畜
ふ
ん
尿
対
策
は
河
川
な
ど
へ
の

環
境
保
全
の
み
な
ら
ず
、
酪
農
に
対
す

る
イ
メ
ー
ジ
向
上
と
し
て
も
重
要
な
対

策
で
あ
り
、
農
村
景
観
の
整
備
と
合
わ

せ
て
ふ
ん
尿
・
景
観
（
視
覚
と
臭
覚
）

対
策
を
総
合
的
に
取
り
組
む
必
要
が
あ
り
、

関
係
事
業
の
推
進
を
国
や
道
に
要
望
し

て
い
き
ま
す
。
�

　
本
町
の
観
光
は
、
酪
農
景
観
や
自
然

景
観
の
観
賞
が
主
体
の
通
過
型
観
光
で

あ
り
、
観
光
が
地
域
経
済
の
活
性
化
に

結
び
つ
い
て
い
な
い
た
め
、
地
域
経
済

に
波
及
す
る
観
光
関
連
産
業
の
振
興
が

望
ま
れ
て
い
ま
す
。
今
後
、
酪
農
景
観
、

自
然
景
観
な
ど
本
町
の
特
性
を
活
か
し

た
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
、
エ
コ
ツ
ー

リ
ズ
ム
を
推
進
し
、
体
験
型
・
滞
在
型

観
光
産
業
の
強
化
育
成
を
図
り
ま
す
。
�

�� 
　
 
ゆ
と
り
教
育
の
推
進
�

�　
今
日
の
子
ど
も
た
ち
を
取
り
巻
く
状

況
を
踏
ま
え
、
生
命
を
大
切
に
す
る
心
、

他
人
を
思
い
や
る
心
、
美
し
い
も
の
や

自
然
に
感
動
す
る
心
な
ど
の
豊
か
な
人

間
性
を
育
む
こ
と
が
極
め
て
重
要
で
あ
り
、

心
身
と
も
に
健
康
に
育
っ
て
ゆ
く
教
育

環
境
の
整
備
に
努
め
て
い
き
ま
す
。
�

　
学
校
週
五
日
制
に
対
応
し
た
生
活
環

境
の
整
備
と
し
て
、
子
ど
も
た
ち
を
中

心
に
土
・
日
曜
日
を
利
用
し
、
日
常
の

学
校
で
は
体
験
で
き
な
い
野
外
活
動
学

習
プ
ロ
グ
ラ
ム
な
ど
を
町
内
会
子
ど
も

会
や
各
Ｐ
Ｔ
Ａ
等
の
各
団
体
等
に
推
奨
し
、

地
域
一
体
と
な
っ
た
子
ど
も
た
ち
の
健

全
育
成
活
動
を
支
援
し
て
い
き
ま
す
。
�

　
近
年
の
社
会
経
済
情
勢
の
な
か
で
、

女
性
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
が
大
き
く
変

化
し
て
い
ま
す
。
�

　
現
在
、
ま
ち
づ
く
り
に
お
い
て
、
女

性
が
持
つ
感
性
や
能
力
を
最
大
限
活
用

し
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、

女
性
が
多
様
な
場
に
参
画
し
て
い
く
た

め
の
条
件
づ
く
り
に
努
め
る
と
と
も
に
、

女
性
の
各
種
団
体
活
動
内
容
の
充
実
を

支
援
し
て
い
き
ま
す
。
�

1

2

3

主
要
な
施
策
の
推
進
�

「創る、いきいき新時代」�
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ま
た
、
ま
ち
づ
く
り
の
強
力
な
パ
ー

ト
ナ
ー
と
し
て
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
、
ま
ち
づ
く
り
諸
団
体
と

の
連
携
を
図
り
、
行
政
主
導
の
ま
ち
づ

く
り
か
ら
住
民
が
参
画
し
住
民
が
主
体

と
な
っ
た
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
き

ま
す
。
�

� 
　
 
医
療
・
保
健
・
�

　
　
　
福
祉
の
充
実
�

�　
高
齢
化
の
進
行
や
疾
病
構
造
の
複
雑
・

多
様
化
に
よ
り
、
地
域
医
療
体
制
の
一

層
の
充
実
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
�

　
町
立
病
院
は
、
根
室
北
部
の
地
域
セ

ン
タ
ー
病
院
と
し
て
指
定
を
受
け
、
そ

の
役
割
を
担
っ
て
お
り
ま
す
が
、
慢
性

的
な
医
療
従
事
者
不
足
、
地
域
の
ニ
ー

ズ
に
応
え
る
診
療
科
目
の
確
保
な
ど
課

題
も
多
く
、
医
療
の
広
域
化
・
広
域
連

携
に
よ
る
、
効
率
的
・
効
果
的
な
医
療

を
提
供
す
る
た
め
、
町
立
中
標
津
病
院

を
核
と
し
た
医
療
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
確

立
に
努
め
て
い
き
ま
す
。
�

　
ま
た
、
町
立
病
院
に
つ
い
て
は
、
固

定
医
の
確
保
を
図
り
循
環
器
科
、
整
形

外
科
等
の
診
療
充
実
に
努
め
て
い
き
ま
す
。
�

　
町
民
の
健
康
づ
く
り
や
地
域
福
祉
体

制
を
整
え
、
高
齢
者
や
障
害
者
な
ど
へ

の
福
祉
の
充
実
や
子
育
て
に
対
す
る
支

援
に
努
め
、
制
度
継
続
の
た
め
の
応
分

の
負
担
を
い
た
だ
き
、
だ
れ
も
が
健
康

で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
、
人
に
や
さ
し

い
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
高
齢
者
の
生
き
が
い
づ
く
り
や

シ
ル
バ
ー
人
材
の
活
用
充
実
に
努
め
て

い
き
ま
す
。
�

� 
む
す
び
�

�　
以
上
、
町
政
に
臨
む
私
の
所
信
の
一

端
を
述
べ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
�

　
中
標
津
町
は
、
今
か
ら
五
十
八
年
前

の
昭
和
二
十
一
年
、
内
陸
部
が
開
発
さ

れ
交
通
の
要
衝
と
な
っ
て
、
人
口
は
増

加
し
、
行
政
需
要
の
比
重
も
変
化
を
も

た
ら
し
、
新
た
な
村
づ
く
り
を
目
指
す

先
人
の
優
れ
た
先
見
性
に
よ
り
、
標
津

村
か
ら
分
村
し
、
ま
も
な
く
町
制
が
施

行
さ
れ
全
道
で
も
ひ
と
き
わ
注
目
さ
れ

る
目
覚
し
い
発
展
を
遂
げ
今
日
に
至
っ

て
い
ま
す
。
�

 
当
時
の
人
々
は
、
中
標
津
町
の
現
在

を
予
測
で
き
た
で
し
ょ
う
か
。
�

 
私
は
こ
の
地
域
の
新
し
い
発
展
の
途

を
見
出
す
た
め
に
は
、
こ
れ
ま
で
の
依
存
、

横
並
び
志
向
か
ら
脱
却
し
、
自
ら
の
価

値
や
可
能
性
を
見
つ
め
直
し
、
自
主
・

自
律
の
地
域
社
会
を
実
現
す
る
枠
組
み

を
創
り
上
げ
て
い
く
こ
と
が
肝
要
で
あ
り
、

そ
の
た
め
に
羅
臼
町
と
の
合
併
に
つ
い
て
、

先
人
の
ご
労
苦
を
無
に
す
る
こ
と
と
な

ら
な
い
よ
う
新
し
い
時
代
に
向
け
て
の

確
か
な
一
歩
を
踏
み
出
し
て
ま
い
り
た

い
と
思
い
ま
す
。
�

　
私
が
思
い
描
く
「
創
る
、
い
き
い
き

新
時
代
」
へ
の
道
筋
は
、
決
し
て
平
坦

な
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
�

　
し
か
し
、
限
ら
れ
た
資
源
の
中
で
、

「
住
み
や
す
く
、
住
み
続
け
た
い
ま
ち
」

を
実
現
す
る
た
め
、
町
民
の
皆
さ
ん
が
、

身
近
な
と
こ
ろ
か
ら
自
分
た
ち
の
暮
ら

し
や
産
業
に
関
わ
る
挑
戦
を
始
め
る
こ

と
に
よ
り
、
可
能
な
ら
し
め
る
も
の
と

確
信
し
、
私
は
、
町
民
の
皆
さ
ん
と
手

を
携
え
て
、
新
し
い
ま
ち
づ
く
り
の
舵

取
り
を
し
っ
か
り
努
め
て
い
き
ま
す
。
�

　
こ
こ
に
、
町
議
会
議
員
の
皆
さ
ん
並

び
に
町
民
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協

力
を
、
心
か
ら
お
願
い
申
し
上
げ
私
の

町
政
執
行
方
針
と
し
ま
す
。
�

4

町長室の１日開放�
町づくりに関する意見や提言をお待ちしています�

日時／11月15日（月）10時～17時�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�
　町民の皆さんが、町長と直接会って町づくりに
関する意見交換を行う「町長室の１日開放」を実
施します。�
　新町長は９月30日に就任して、１ヶ月余り。先
月は、町内18地区で町民の貴重な意見（町づくり
を考える懇談会）を聞きました。さらに今回の町
長室の１日開放で、より広範な町民からご意見を
聞き、これからの町づくりに取り組みたいと考え
ています。�
　今回は①羅臼町との合併について②青少年の健
全育成について③安心して暮らせる医療・福祉を
主要テーマとして意見交換をしたいと思いますの
で、皆様の参加をお待ちしています。�
日時／平成16年11月15日（月）　10時～17時�
※面談時間（30分程度）が重複した場合は、予約
のかたを優先します。事前に予約を希望される
かたは、総務課広報・調査係までお申し込みく
ださい。�

西澤新町長  町政執行方針�
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モニターアンケート調査を実施しました�

町では、生ごみの減量化・堆肥化を推進するために昨年度まで生ごみ処理容器（コンポスト）、電動式生ごみ処

理機の助成を行って一定程度の成果を得ましたが、今年度からは、より一層の推進を図るため比較的手軽に取り

組め、安価で通年使用がある程度見込まれる「段ボールコンポスト」の普及促進を目指しています。�

今月号では、実際に段ボールコンポストによる生ごみの堆肥化づくりを体験していただいた世帯を対象に行った

アンケート調査の主な結果をお知らせします。�

詳しい結果の内容及びごみに関することは、生活課環境衛生係まで。�

�

◆調査方法�

　調査対象～モデル町内会より推薦頂いた236世帯に、�

　　　　　　実際に段ボールコンポストを使用した生�

　　　　　　ごみの堆肥化づくりを体験して頂いた。�

�

◆体験及び調査期間�

　平成16年５月～8月の間�

�

◆アンケート回収状況�

　回収数～132世帯�

　回収率～55.9％�

◆アンケート結果概要�

　平均世帯員数～約2.8人�

　１日あたりのごみの投入量～約252ｇ/世帯�

　各世帯の設置場所�

　　①物置・車庫等………………31％�

　　②その他室内…………………27％�

　　　（裏玄関、ボイラー室等）�

　　③台所…………………………25％�

　　④玄関フード内………………５％�

　　⑤その他………………………12％�

Ｑ．今までに、生ごみの堆肥化について関心が�

　　ありましたか？�

�

　①あった…………………  100人�

　②なかった…………………32人�

Ｑ．段ボールコンポストの臭いはどうでしたか？�
　（フタをしているとき）�

　①かなりきつい臭いがした…11人�

　②さほど気にならなかった…66人�

　③まったく気にならなかった…48人�

　④無回答………………………  7人�

Ｑ．段ボールコンポストの臭いはどうでしたか？�
　（フタを開け、ごみを投入するとき）�

　①かなりきつい臭いがした……25人�

　②さほど気にならなかった……75人�

　③まったく気にならなかった…25人�

　④無回答…………………………  7人�

Ｑ．家庭から出るごみの量が減ったと感じましたか？�

　①かなり減った……………55人�

　②少し減った………………44人�

　③余り変わらない…………26人�

　④無回答……………………  7人�

Ｑ．使用して良かったと思いますか？�

　①良かった…………………45人�

　②まあまあ良かった………52人�

　③あまり良くなかった……28人�

　④無回答……………………  7人�

Ｑ．有機肥料として使用する予定がありますか？�

　①ある………………………103人�

　②ない………………………  25人�

　③無回答……………………… 4人�

①�

①�

①�

①�

①�

①�

②�

②�

②�

②�

②�

②�

③�

③�

③�

③�

③�

④�

④�

④�

④�

①必要なものを用意します。�
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Q．生ごみの堆肥化をさらに普及するためには、どのようにすれば良いと考えますか？（自由回答の一部）�

・最初は面倒だと思っていたが、使ってみるとそれ程大変ではない。多くの人に知ってもらい使用するべき。�

・何事も体験が大切。大変だけど一度減量化を体験すると意識が高まると思う。�

・完成した堆肥は自己利用できない（畑などが無い）場合もあるので、利用先を確保するようなシステムが必要。�

・もっと普及させるべきだが、個人の環境や、臭いや虫などで使用を強いるのは良くない。�

・興味のある人は結構いる。少しの助成とＰＲがあれば普及するのでは。�

◆まとめ�

臭いについて�

　外気温の高い夏場に実施したということで、室内ではなく、はじめから物置などに置いていた世帯もあり、臭いに対

する感じ方については、同一条件下での回答ということにはなりませんでした。「段ボールコンポストのフタを閉じて

いる時でも、かなりきつい臭いがした」という世帯が８％でした。強い臭いがした原因としては、１日に入れる生ごみ

の量が多くて温度が急激に上昇した場合や魚の内臓など生ものの投入などが考えられますが、１日に入れるごみの量を

調整したり、かくはんを毎日しっかり行ったりして、ある程度、きつい臭いを防止することができるようです。なお、

さほど気にならない・まったく気にならないという世帯は併せて86％でした。�

虫やカビの発生について�

　段ボールコンポストの中に虫が発生してしまった世帯もあったようです。「あまり日を空けないで生ごみを投入し、

しっかりかくはんする」「室内に生ごみを長く放置すると虫が付いてしまう場合があるので、生ごみが出たら直ぐに段

ボールコンポストに投入する」などを行うとよいようです。�

生ごみを投入できる量について�

　「生ごみの量が多くて処理し切れない」という世帯もありました。世帯構成（人数）によって、生ごみの発生量が変

わってきます。人数が多い世帯は、もう一つ別に段ボールコンポストを用意するとか、段ボールを大きくして基材の量

を調整し使用することで、生ごみの投入量を増やすことができます。�

　なお、個人差はありますが毎日約300ｇを投入している結果となり、ごみがかなり減った・少し減ったという世帯は

併せて75％でした。�

毎日のかくはんについて�

　毎日かくはんする手間を面倒と思うか、楽しい・簡単と思うかについては、個人差があったようです。なお、使用し

て良かった・まあまあ良かったという世帯は併せて73％でした。�

台所（室内）での使用について�

　「台所で使用するとすぐに処理することができる」など、利用しやすいという世帯があった反面、適当な設置スペー

スを確保することが困難だった世帯では、「室内では場所を取りすぎる。置き場所に困った」と言う意見がありました。

　しかし、段ボールコンポストの特徴の一つに通年使用があります。堆肥化には室温（20℃前後）の確保が必要になり

ますが、台所以外にもボイラー室や、玄関など工夫している世帯もあるようです。�

◆ごみ減量化の効果は…�

　昨年度まで、町では生ごみ処理容器及び電動式生ごみ処理機の助成を実施してきました。�

　生ごみ処理容器は平成４年～平成15年まで1,459個。電動式生ごみ処理機は平成12年～平成15年まで100個と、それぞ

れ各家庭で生ごみ減量化に取り組んで頂いていますが、その減量効果は、毎年約500万円分になると見込まれます。�

　現在、可燃ごみは根室市に１ｔあたり2万円で焼却をお願いしており、段ボールコンポストにより1世帯平均1日約300

ｇの生ごみが減量可能と推定すると、1,000世帯が段ボールコンポストを使用した場合年間約220万円、2,000世帯が使用

するとその倍の約440万円の焼却費用の軽減が見込まれます。�

�

④堆肥の完成（約３ヵ月後）� ③よくかきまぜます。� ②生ごみを入れます。�
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十
月
十
八
日
に
開
会
さ
れ
た
臨
時
町
議
会
に
お
い
て
、
議
員
提
案
さ
れ
た
「
中
標
津
町
が

羅
臼
町
と
合
併
す
る
こ
と
に
つ
い
て
の
可
否
を
問
う
住
民
投
票
条
例
」
が
賛
成
多
数
で
可

決
さ
れ
ま
し
た
。
今
月
号
で
は
、
そ
の
内
容
、
実
施
時
期
な
ど
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま

す
。�

暮
ら
し
が
か
わ
る
、
ま
ち
が
か
わ
る
�

市
町
村
合
併
�

市
町
村
合
併
�22

中
標
津
町
が
羅
臼
町
と
合
併
す
る
こ
と
に
つ
い
て
の
可
否
を
問
う�

 

住
民
投
票
が
実
施
さ
れ
ま
す�

�

　
十
月
十
八
日
、
多
く
の
町
民
が
傍
聴
す
る

中
開
会
さ
れ
た
臨
時
町
議
会
に
お
い
て
、
議

員
提
案
さ
れ
た
「
中
標
津
町
が
羅
臼
町
と
合

併
す
る
こ
と
に
つ
い
て
の
可
否
を
問
う
住
民

投
票
条
例
」
が
審
議
さ
れ
ま
し
た
。
�

　
賛
成
、
反
対
の
活
発
な
討
論
が
行
わ
れ
た
後
、

起
立
採
決
を
行
っ
た
結
果
、
出
席
議
員
二
十

三
名
（
議
長
は
除
く
）
の
う
ち
十
四
名
の
賛

成
多
数
で
条
例
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
�

　
町
長
は
住
民
投
票
の
結
果
を
「
町
民
の
意

思
」
と
し
て
尊
重
し
最
終
判
断
を
下
す
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
�

　
皆
さ
ん
の
意
思
が
反
映
さ
れ
、
こ
れ
か
ら

の
中
標
津
町
の
進
む
方
向
が
決
ま
る
大
切
な

投
票
に
な
り
ま
す
。
必
ず
投
票
に
行
き
ま
し

ょ
う
。
�

Ｑ
羅
臼
町
と
で
は
飛
び
地
で�

　
遠
く
、
効
率
性
も
メ
リ
ッ�

　
ト
が
な
い
の
で
は�

Ａ
二
つ
の
町
の
間
に
大
き
な
町
が
あ
る
場
合
な

ど
は
飛
び
地
と
し
て
合
併
の
効
果
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
普
段
の
羅
臼
町
の
生
活
・
経
済
圏

は
中
標
津
町
を
含
ん
で
い
る
の
で
、
距
離
に

よ
る
大
き
な
影
響
は
な
い
と
思
わ
れ
ま
す
。

行
政
効
率
を
上
げ
る
た
め
に
は
産
業
や
土
地

条
件
の
違
い
が
あ
る
た
め
苦
労
が
あ
る
と
思

い
ま
す
。
し
か
し
、
職
員
削
減
や
各
種
経
費

削
減
に
よ
る
効
果
も
あ
り
、
将
来
的
な
管
内

の
経
済
状
況
や
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
勘
案
す
る
と
、

合
併
に
よ
る
メ
リ
ッ
ト
は
十
分
考
え
ら
れ
ま
す
。�

�

Ｑ
な
ぜ
二
町
で
合
併
協
議
を
す
る
の
、
標
津
町

を
含
む
三
町
が
良
い
の
で
は�

Ａ
標
津
町
を
含
む
三
町
で
の
合
併
は
、
連
続
す

る
一
つ
の
自
治
体
と
し
て
規
模
も
さ
ら
に
大

き
く
な
り
望
ま
し
い
と
い
え
ま
す
が
、
標
津

町
は
自
立
を
選
択
し
た
の
で
合
併
協
議
に
加

わ
っ
て
い
ま
せ
ん
。�

　
現
状
で
財
政
状
況
の
厳
し
い
羅
臼
町
と
の
合

併
協
議
を
す
る
の
は
、
将
来
に
わ
た
り
小
さ

な
自
治
体
が
単
独
で
成
り
立
つ
こ
と
が
厳
し

い
こ
と
も
予
想
さ
れ
る
な
か
で
、
こ
れ
か
ら

の
中
標
津
町
を
取
り
巻
く
い
ろ
い
ろ
な
情
勢

を
判
断
す
る
上
か
ら
も
必
要
な
こ
と
で
す
。�

◆
告
示
日�

　
十
一
月
二
十
三
日
（
火
）�

◆
投
票
期
日�

　
十
一
月
二
十
八
日
（
日
）�

◆
投
票
資
格
者�

　
投
票
日
に
満
二
十
歳
以
上
で
、
中
標
津

町
に
引
き
続
き
三
ケ
月
以
上
住
所
を
有
し
、

投
票
資
格
者
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
る

方
（
永
住
外
国
人
を
含
む
）�

◆
投
票
の
方
式�

　
投
票
用
紙
に
記
載
さ
れ
て
い
る
選
択
肢

（
賛
成
・
反
対
）
の
い
ず
れ
か
に
○
の

記
号
を
記
載
す
る
。�

◆
投
票
所
に
お
い
て
の
投
票�

　
通
常
の
選
挙
同
様
に
行
わ
れ
ま
す
。�

　
ま
た
、
期
日
前
投
票
・
不
在
者
投
票
も

同
様
に
行
わ
れ
ま
す
。
（
時
間
等
は
後

日
送
付
さ
れ
ま
す
入
場
券
で
、
確
認
く

だ
さ
い
。）�

◆
開
　
票�

　
即
日
開
票
と
な
り
ま
す
が
、
投
票
率
が

五
〇
％
に
満
た
な
い
場
合
は
不
成
立
と

な
り
、
開
票
は
行
わ
れ
ま
せ
ん
。�

◆
可
否
の
判
断�

　
有
効
投
票
数
の
過
半
数
を
超
え
た
合
併

に
対
す
る
選
択
肢
を
町
民
の
意
思
と
し

て
尊
重
し
、
町
長
が
最
終
的
に
判
断
す
る
。�

�

※
住
民
投
票
に
関
す
る
情
報
は
、
後
日
チ

ラ
シ
を
作
成
し
詳
し
く
お
知
ら
せ
し
ま
す
。�

市
町
村
合
併
Ｑ
＆
Ａ�

�

住
民
投
票
の
主
な
内
容
と�

実
施
時
期�
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中標津町保健センター　成人保健係�

「筋力アップで体イキイキ教室」�

　
高
齢
者
の
転
倒
は
寝
た
き
り
の
原

因
に
な
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
介

護
が
必
要
に
な
っ
た
主
な
原
因
の
十

一
・
八
％
は
骨
折
、
転
倒
に
よ
る
も

の
で
す
。
今
回
は
、
保
健
セ
ン
タ
ー

で
転
倒
を
予
防
す
る
た
め
に
取
り
組

ん
で
い
る
「
筋
力
ア
ッ
プ
で
体
イ
キ

イ
キ
教
室
」
を
紹
介
し
ま
す
。
�

　
今
、
高
齢
者
が
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
マ

シ
ン
を
使
い
体
を
鍛
え
る
「
パ
ワ
ー

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
」
が
全
国
的

に
も
注
目
を
集
め
て
い
ま
す
。
中
標

津
町
で
も
、
昨
年
か
ら
総
合
福
祉
セ

ン
タ
ー
で
週
二
回
、
三
ヶ
月
間
行
っ

て
い
ま
す
。
今
年
度
は
二
回
計
画
し
、

現
在
後
期
の
教
室
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
�

　
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
マ
シ
ン
と
い
う
と

若
い
人
を
イ
メ
ー
ジ
し
ま
す
が
、
若

い
人
が
行
う
「
筋
力
を
強
化
す
る
」

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
と
は
違
い
ま
す
。
そ

も
そ
も
パ
ワ
ー
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
と
は
、
動
け
な
い
人
や
、
動
く
力

が
衰
え
た
人
を
活
発
に
動
け
る
よ
う

に
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
、

眠
っ
て
い
る
筋
肉
や
神
経
を

目
覚
め
さ
せ
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、

高
齢
者
で
も
負
荷
は
軽
く
行

う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
�

　
実
際
こ
の
教
室
に
参
加
さ

れ
て
い
る
方
は
、
「
肩
こ
り

が
治
っ
た
」
「
散
歩
の
足
取

り
が
軽
く
な
っ
た
」
と
い
っ

た
声
が
聞
か
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
通
う
こ
と
で
参
加
者

同
士
も
仲
良
く
な
り
、
毎
回
の
参
加
を

心
待
ち
に
さ
れ
、
気
持
ち
に
も
変
化
が

で
て
き
て
い
ま
す
。
�

　
転
倒
は
、
普
段
の
生
活
か
ら
も
十
分

気
を
付
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
転
倒

を
予
防
す
る
四
つ
の
ポ
イ
ン
ト
を
紹
介

し
ま
す
。
�

一
、
体
を
動
か
す
こ
と
。
転
ば
な
い
足

腰
を
作
る
こ
と
は
転
倒
予
防
に
は
か

か
せ
ま
せ
ん
。
足
腰
の
衰
え
は
、
普

段
の
何
気
な
い
体
操
に
よ
り
防
ぐ
こ

と
が
で
き
ま
す
。
椅
子
に
座
っ
た
時

膝
を
伸
ば
す
、
膝
伸
ば
し
の
体
操
。

こ
れ
だ
け
で
も
筋
力
ア
ッ
プ
に
な
り

ま
す
。
�

二
、
バ
ラ
ン
ス
の
い
い
食
事
。
栄
養
バ

ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食
事
は
体
づ
く
り

に
は
必
要
で
す
。
特
に
カ
ル
シ
ウ
ム

は
骨
粗
し
ょ
う
症
予
防
に
は
大
切
で
す
。
�

三
、
履
物
に
注
意
し
よ
う
。
室
内
で
の

ス
リ
ッ
パ
は
滑
り
止
め
の
つ
い
た
も
の
、

ま
た
外
で
履
く
靴
は
足
に
し
っ
か
り

合
っ
て
い
る
も
の
を
選
び
ま
し
ょ
う
。
�

四
、
整
理
整
頓
を
心
が
け
よ
う
。
室
内

に
は
転
ぶ
要
因
が
沢
山
あ
り
ま
す
。

じ
ゅ
う
た
ん
は
固
定
す
る
、
コ
ン
セ

ン
ト
は
ま
と
め
る
よ
う
に
す
る
な
ど

の
工
夫
が
大
切
で
す
。
�

　
是
非
、
一
つ
で
も
自
分
自
身
の
生
活

と
照
ら
し
合
わ
せ
、
注
意
し
て
い
た
だ

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
�

　
教
室
に
つ
い
て
知
り
た
い
、
足
腰
に

不
安
が
あ
る
と
い
う
方
は
、
一
度
保
健

セ
ン
タ
ー
に
相
談
に
来
て
下
さ
い
。
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。
�

�

健康いちばん�

　
町
立
中
標
津
病
院
で
は
、
今
年

度
の
「
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ

ン
」
接
種
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
�

　
詳
細
は
次
の
と
お
り
で
す
。
�

�★
接
種
回
数
�

①
小
学
生
ま
で
二
回
（
二
回
目
は
、

　
初
回
の
約
四
週
間
後
）
�

②
中
学
生
一
回
�

③
高
校
生
〜
六
十
九
歳
ま
で
一
回
�

④
七
十
歳
以
上
二
回
（
二
回
目
は
、

　
初
回
の
約
四
週
間
後
）
�

★
接
種
料
金
�

・
中
学
生
以
下
�

　
一
人
一
回
　
二
千
円
�

・
高
校
生
以
上
�

　
一
人
一
回
　
三
千
円
�

★
接
種
日
時
�

・
中
学
生
以
下
（
小
児
）
�

　
毎
週
月
曜
日
か
水
曜
日
の
正
午

〜
午
後
三
時
半
に
再
来
受
付
機
ま

た
は
一
階
総
合
受
付
窓
口
に
て
受

け
付
け
し
て
く
だ
さ
い
。
�

　
小
児
科
外
来
受
診
の
上
、
接
種

し
ま
す
。
（
※
接
種
の
診
察
は
午

後
三
時
〜
午
後
四
時
）
�

・
高
校
生
以
上
（
大
人
）
�

　
接
種
の
み
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

毎
週
木
曜
日
午
後
三
時
〜
午
後
四
時

に
一
階
総
合
受
付
窓
口
に
て
受
け
付

け
し
て
く
だ
さ
い
。
�

　
内
科
外
来
受
診
の
上
、
接
種
し
ま
す
。
�

　
慢
性
疾
患
な
ど
で
受
診
さ
れ
て
い

る
方
は
、
受
診
日
に
内
科
外
来
窓
口

へ
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。
同
日
接
種

し
ま
す
。
�

�　
予
防
の
基
本
は
ワ
ク
チ
ン
接
種
�

�　
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防
に
は
、

予
防
接
種
が
有
効
で
す
。
ワ
ク
チ
ン

の
投
与
に
よ
っ
て
体
内
に
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
に
対
す
る
抵
抗
力

を
つ
く
り
、
感
染
し
に
く
く
し
た
り
、

感
染
し
て
も
重
く
な
ら
な
い
よ
う
に

し
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
�

　
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
、
毎
年
ウ
イ

ル
ス
の
姿
を
細
か
く
変
え
て
出
現
し

ま
す
。
こ
れ
を
「
変
異
」
と
呼
び
ま
す
。
�

　
そ
の
た
め
、
予
防
接
種
の
ワ
ク
チ

ン
は
、
そ
の
シ
ー
ズ
ン
に
流
行
す
る

と
考
え
ら
れ
る
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ

イ
ル
ス
を
予
測
し
て
効
果
が
あ
る
よ

う
に
作
ら
れ
て
い
ま
す
。
近
年
は
流

行
と
ワ
ク
チ
ン
が
ほ
ぼ
一
致
し
て
い

ま
す
。
�

�

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
お
知
ら
せ�

�



�町
立
病
院
か
ら
の
お
知
ら
せ
�

�十
一
月
の
整
形
外
科
診
療
日
�

�����������道
営
住
宅
入
居
者
募
集
�

�募集
団
地
　
東
中
団
地
�

・
二
階
建
の
３
Ｄ
Ｋ
�

　
昭
和
五
十
一
年
建
設
　
　
一
戸
�

　
家
賃
　
一
万
一
千
九
百
円
〜
�

　
　
　
　
一
万
九
千
七
百
円
�

申
込
期
限
　
十
一
月
十
六
日
（
火
）
�

受
付
場
所
　
役
場
管
理
課
住
宅
係
�

抽
　
選
　
日
　
十
一
月
十
九
日
（
金
）
�

　
　
　
　
　
　
午
後
一
時
�

抽
選
会
場
　
役
場
三
〇
一
号
会
議
室
�

入
居
可
能
日
　
平
成
十
六
年
十
二
月
�

�民
事
・
家
事
調
停
�

受
付
相
談
の
お
知
ら
せ
�

�　
民
事
・
家
事
調
停
受
付
相
談
を
実
施

し
ま
す
。
金
銭
、
土
地
建
物
、
夫
婦
、

親
子
相
談
な
ど
費
用
は
無
料
で
、
秘
密

は
固
く
守
ら
れ
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に

ご
利
用
く
だ
さ
い
。
�

日
　
時
　
十
一
月
十
七
日
（
水
）
�

　
　
　
　
午
前
十
時
〜
正
午
�

場
　
所
　
中
標
津
町
総
合
文
化
会
館
�

主
　
催
　
標
津
調
停
協
会
�

�し
尿
汲
み
取
り
の
�

申
し
込
み
は
お
早
め
に
�

�　
し
尿
の
汲
み
取
り
は
、
例
年
、
年
末

に
希
望
が
集
中
す
る
た
め
、
収
集
や
浄

化
セ
ン
タ
ー
で
の
処
理
が
間
に
合
わ
な

い
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
早
め
に
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。
�

　
年
内
の
汲
み
取
り
を
希
望
す
る
場
合
は
、

十
一
月
末
日
ま
で
に
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
の
状
況
に
よ
っ
て
は
、
翌
年

一
月
の
汲
み
取
り
と
な
る
場
合
が
あ
り

ま
す
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。
�

　
な
お
、
し
尿
証
紙
を
必
ず
事
前
に
購

入
し
て
お
待
ち
く
だ
さ
い
。
�

　
申
込
み
先
は
、
北
方
産
業
（
有
）
1

（
２
）
３
１
８
６
　
午
前
八
時
〜
午
後

五
時
ま
で
。
�

�特
設
人
権
相
談
所
を
開
設
�

�　
釧
路
地
方
法
務
局
根
室
支
局
と
根
室

人
権
擁
護
委
員
協
議
会
で
は
、
根
室
管

内
で
一
斉
に
特
設
人
権
相
談
所
を
開
設

し
ま
す
。
相
談
内
容
は
「
夫
婦
、
親
子
、

金
銭
貸
借
、
不
動
産
、
相
続
、
借
地
借
家
、

い
じ
め
、
体
罰
、
名
誉
信
用
、
そ
の
他

心
配
事
」
な
ど
で
す
。
費
用
は
無
料
で

秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
の
で
、
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
�

日
時
　
十
二
月
六
日
（
月
）
�

　
　
　
午
後
一
時
〜
午
後
四
時
�

場
所
　
役
場
二
階
二
〇
一
号
会
議
室
�

　
　
　
及
び
二
〇
二
号
会
議
室
�

�自
衛
官
募
集
�

�募
集
種
目
　
二
等
陸
・
海
・
空
士
�

資
　
　
格
　
日
本
国
籍
を
有
し
、
十
八

歳
以
上
二
十
七
歳
未
満
の

男
子
�

受
付
期
間
　
年
間
を
通
じ
て
受
付
�

試
験
期
日
　
受
付
時
に
お
知
ら
せ
�

募
集
種
目
　
自
衛
隊
生
徒
�

資
　
　
格
　
日
本
国
籍
を
有
し
、
中
卒

（
見
込
含
）
十
七
歳
未
満

の
男
子
�

受
付
期
間
　
十
一
月
一
日
〜
�

　
　
　
　
　
平
成
十
七
年
一
月
十
一
日
�

試
験
期
日
　
平
成
十
七
年
一
月
十
五
日
�

　
詳
し
く
は
、
自
衛
隊
帯
広
地
方
連
絡
�

部
中
標
津
募
集
事
務
所
1
（
２
）
０
１

２
０
ま
で
。
�

税　　金�
M A T I O N

11
Novemberくらしの広場広場�広場�

11
1

8

15

22

29

2

9

16

23

30

3

10

17

24

4

11

18

25

5

12

19

26

　7

14

21

28

6

13

20

27

日 月 火 水 木 金�土�

　日時／11月16日（火）午後１時～午後５時　　　　場所／中標津経済センター�
　　　　11月17日（水）午前９時～午前11時30分�

詳しくは、町立中標津病院�
医事課　12-8200まで。�

月� 2915

火� な　　し�

水� �

5

4

1

10

11

12

17 �

18

19 26

木�

金�

�

�
11月は固定資産税（第3期）、�
国民健康保険税（第６期）、�
介護保険料（第６期）の納期です�

�
　固定資産税の第３期と国民健康保険
税の第６期、介護保険料の第６期の納
期限は11月30日です。忘れずに納期内
に納めましょう。�
　軽自動車税の全期、固定資産税の第
１～２期と町道民税の第１～３期、国
民健康保険税及び介護保険料の第１～
５期の納期限がすでに経過しています。
もう一度お手元の納付書を確認のうえ、
納付されていない方は早急に納めまし
ょう。�
　町税はみんなの財産です。町税を有
効に使うため、納期内納付にご協力を
お願いします。�
�
～町税等各種収納金の�

納付は口座振替で～�
＜11月の収納窓口休日開設及び�
　　　　　　　平日開設時間延長日>�
��
�
�

�
�
�
�
　収納窓口開設時間延長、休日開設に
あわせて納税相談を実施していますので、
納税についてご相談ください。�
�
�
納税はお済みですか？�

�
　個人事業税第２期納期限は11月30日
です。納期内納税をお願いします。�
　詳しくは、根室支庁税務課課税係
10153（24）5479まで。�
�
�
定期出張税務相談の実施

について�
�
　札幌国税局税務相談室釧路分室では、
下記日程で税務相談を実施しますので、
税に関する疑問、お悩みをお持ちの方
はご利用ください。�
開催日時　11月25日（木）�
　　　　　午前10時～午後３時�
開催場所　中標津経済センター�
�
�
「ｅ－Ｔａｘ」のご利用を！�
�
　国税の申告・納税、各種の申請や届
出がインターネットで手軽にできます。
是非、ご利用を！�
http://www.e-tax.nta.go.jp
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28日（日）�

午後５時15分～�
　　午後８時まで�

午前９時～�
　午後５時まで�

16日（火）�
30日（火）�

 休日開設日�  開設時間延長日�



I N F O R M

くらしの広広場�くらしの広
「
平
成
十
六
年
度
男
女
平
等

参
画
推
進
根
室
地
域
フ
ォ
ー

ラ
ム
」
を
開
催
し
ま
す
�

�　
根
室
市
と
中
標
津
町
が
主
催
す
る
標

記
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
�

　
「
親
と
子
」
「
妻
と
夫
」
人
と
人
と

の
ふ
れ
あ
い
な
ど
身
近
な
例
で
み
ん
な

が
関
心
を
持
ち
、
自
分
た
ち
に
も
実
現

で
き
そ
う
な
生
活
者
の
視
点
で
の
小
さ

な
意
識
改
革
を
可
能
に
す
る
「
ジ
ェ
ン

ダ
ー
落
語
」
〜
桂
文
也
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー

ブ
レ
イ
ク
〜
と
題
し
て
、
や
さ
し
く
、

わ
か
り
や
す
く
、
面
白
く
講
演
と
落
語

を
聞
か
せ
て
く
れ
ま
す
。
多
数
の
参
加

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
（
参
加
料
無

料
）
�

日
時
　
十
一
月
二
十
五
日
（
木
）
�

　
　
　
午
後
一
時
〜
三
時
三
十
分
�

場
所
　
中
標
津
町
総
合
文
化
会
館
�

内
容
�

・
講
演
「
笑
っ
て
、
感
じ
て
、
気
づ
い
�

　
て
、
変
わ
る
」
�

・
落
語
「
目
覚
め
の
ス
ス
メ
」
�

・
講
師
　
落
語
家
　
桂
　
文
也
 
氏
�

　
詳
し
く
は
、
生
活
課
交
通
町
民
相
談

係
ま
で
。
�

�町
立
保
育
園
・
泉
保
育
園
で
�

新
入
園
児
を
募
集
�

�　
保
育
園
で
は
、
仕
事
や
事
情
に
よ
り

昼
間
お
子
さ
ん
の
世
話
が
で
き
な
い
家

庭
の
お
子
さ
ん
を
お
預
か
り
し
て
い
ま
す
。

町
立
保
育
園
・
泉
保
育
園
の
来
年
度
四

月
入
園
の
お
子
さ
ん
を
十
一
月
十
五
日

（
月
）
〜
十
二
月
三
十
日
（
木
）
ま
で

受
け
付
け
ま
す
。
保
護
者
は
、
入
園
し

た
い
保
育
園
を
選
択
し
て
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。
�

申
込
方
法
�

　
申
込
書
は
各
保
育
園
に
あ
り
ま
す
の
で
、

関
係
書
類
（
雇
用
証
明
書
）
を
添
え
て

各
保
育
園
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
�

　
ま
た
、
後
日
、
平
成
十
六
年
分
源
泉

徴
収
票
の
写
し
、
確
定
申
告
の
写
し
を

提
出
し
て
頂
き
ま
す
。
�

　
詳
し
く
は
、
町
立
中
標
津
保
育
園
�

1
（
２
）
２
３
７
６
ま
で
。
�

�「
住
み
よ
い
郷
土
づ
く
り
大
会
」
�

　
開
催
の
お
知
ら
せ
�

�　
地
域
社
会
が
心
豊
か
な
人
間
関
係
を

保
ち
、
安
心
し
て
快
適
な
活
力
あ
る
地

域
づ
く
り
を
皆
で
考
え
る
大
会
を
開
催

し
ま
す
。
�

日
時
　
十
一
月
二
十
九
日
（
月
）
�

　
　
　
午
前
十
一
時
〜
�

　
　
　
午
後
二
時
三
十
分
�

場
所
　
中
標
津
町
総
合
文
化
会
館
�

内
容
�

・
講
演
「
町
お
こ
し
、
み
ん
な
で
汗
を
�

　
か
き
ま
し
ょ
う
！
」
（
講
師
　
景
観

　
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
東
田
秀
美
 
氏
）
�

・
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
「
大
正
琴
演
奏
」
�

・
講
演
「
オ
レ
？
・
オ
レ
？
・
講
座
」
�

　
（
講
師
　
相
談
員
　
佐
藤
幸
子
 
氏
）
�

　
詳
し
く
は
、
生
活
課
交
通
町
民
相
談

係
ま
で
。
�

��

「
勤
労
者
福
祉
資
金
」
融
資

　
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
�

�　
北
海
道
で
は
、
中
小
企
業
に
お
勤
め

の
方
、
季
節
労
働
者
の
方
、
事
業
主
都

合
に
よ
り
離
職
し
た
方
に
、
金
融
機
関

を
通
じ
て
「
生
活
資
金
」
を
融
資
す
る

制
度
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
�

スパイクタイヤの規制について�
　スパイクタイヤの使用は、健康の保護と生活環境の保全を

目的として法律及び北海道の条例により規制されています。

今年の冬からスパイクタイヤ類似品（金属類をタイヤの溝に

装着したもの）についてもスパイクタイヤに該当することと

なりましたので、特に注意をお願いします。�

　詳しくは、根室支庁地域政策部環境生活課環境保全係

10153（23）6131（内線2972）まで。�

�

健　　康�

社会保険事務所相談所開設日のお知らせ（10154－22－0111）�

�

11

骨粗しょう症検診のお知らせ
（12月分）�

申込期間　11月５日～11月19日の平日�
実施期間　12月１日～12月22日の平日�
内　　容　問診、骨密度測定、診察�
対　　象　20歳以上の女性�
料　　金　1,000円（70歳以上500円）�
定　　員　１日２人�
実施場所　町立中標津病院�
申 込 先　中標津町保健センター（成人�
　　　　　 保健係）12－2733まで�
�
�

�
�
地震発生時の高齢者・障害者
に対する安否確認について�
�
　高齢者等の支援やサービス提供の調
整等について検討する「中標津町地域
ケア会議」において、地震発生時に援
護を必要とする高齢者・障害者に対し、
関係機関が連携を図り、効果的・効率
的な安否確認を行うため、「緊急災害
時要援護者安否確認ネットワーク実施
要綱」を制定し、対応することとしま
した。�
【安否確認を行う場合】　�
　震度４以上の地震発生時�
【安否確認を行う対象者】　�
　ひとり暮らしの「高齢者」及び「重
　度障害者」�
※その内、「町内に家族が居住してい
　ないと思われる方」を優先的に行い
　ます。�
【安否確認を行う機関】�
　役場（福祉課・保険介護課）、保健セ
ンター、社会福祉協議会、在宅介護支
援センター、居宅介護支援事業所のケ
アマネージャー、安全センター（緊急
通報システム事業指定受信者）、民生委員。�
　今後、震度４以上の地震発生時に、
関係機関が各担当地区の対象者へ、電
話や訪問による安否確認を行った際には、
ご協力をお願いします。�
　お問い合わせは、福祉課福祉支援係
まで。�
�
「交流会2004ボランティア
　のわ」の開催について�
�
　中標津町でボランティア活動を実践
している人、ボランティアを始めてみ
たい人、興味のある人たちとの親睦と
交流を目的として下記のとおり開催し
ますので、多くの方の参加をお待ちし
ています。�
日時　11月27日（土）�
　　　午前10時30分～午後３時30分�
会場　中標津町総合福祉センター�
内容　紙ひこうき体験、意見交流会�
　詳しくは、社会福祉協議会1（9）
1231まで。�
�

　区　　分　中小企業に働く方　季節労働者の方　離職者の方�

　資金使途　医療・災害・教育・冠婚葬祭・一般生活費など�

　融資利率　　　  年1.50％　　　　　　　  年0.60％�

　融資金額　　　　　　　　100万円以内�

　融資期間　　　　　　　　　５年以内�

　償還方法　　　　元利均等月賦償還（半年賦併用可）�

※融資利率は平成16年４月１日現在。�

お問い合せ先�
○各取扱金融機関（北海道労働金庫、各信用金庫、各信用組合）�
○根室支庁商工労働観光課（10153-23-6131）�

福　　祉�



こ
の
広
報
紙
は
資
源
保
護
の
た
め
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
。
　
　�

平成16年�11
VOL.503 （　） 内は前月比�

誕生   24人    死亡   14人�
転入   74人    転出   85人　�

９月30日現在住民登録人口�

町の人口�
男�
女�

世 帯 数�

23,905（－  1）�
11,752（－  5）�
12,153（＋  4）�
9,986（＋  4）�

なかしべつ�

自然を愛し　美しいまちにしましょう　町民憲章より�

写
真
を
ご
希
望
の�

か
た
に
ネ
ガ
を
お�

貸
し
し
ま
す
。�

地球が丸く見える

10
3

　
色
づ
き
は
じ
め
た
養
老
牛
温
泉
で
、
恒
例
の
紅
葉
ま

つ
り
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
も
五
千
匹
の
ヤ
マ
ベ

が
放
流
さ
れ
、
沢
山
の
釣
り
人
で
賑
わ
い
ま
し
た
。
伯

爵
い
も
の
つ
か
み
ど
り
や
い
け
す
で
の
ヤ
マ
ベ
す
く
い

な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
で
楽
し
い
一
日
を
過
ご
し
ま
し
た
。
�

　
日
本
ラ
グ
ビ
ー
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
協
会
は
、
十
一

月
八
日
出
発
す
る
日
本
代
表
「
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
・

ウ
エ
ー
ル
ズ
遠
征
」
メ
ン
バ
ー
を
発
表
。
同
代
表

に
Ｎ
高
出
身
で
あ
る
遠
藤
幸
祐
選
手
（
ト
ヨ
タ
↑

法
政
大
↑
Ｎ
高
卒
・
二
十
三
歳
）
と
大
門
隼
人
選

手
（
神
戸
製
鋼
↑
筑
波
大
↑
Ｎ
高
卒
・
二
十
五
歳
）

の
二
人
が
日
本
代
表
に
選
出
さ
れ
ま
し
た
。
�

　
両
選
手
を
指
導
し
た
Ｎ
高
ラ
グ
ビ
ー
部
の
多
田

浩
部
長
は
「
二
人
も
選
ば
れ
て
う
れ
し
い
限
り
で
す
。

こ
れ
か
ら
は
本
人
の
努
力
し
か
な
い
で
す
ね
。
後

輩
に
努
力
と
い
う
大
き
な
目
標
を
与
え
て
く
れ
ま

し
た
。
こ
れ
か
ら
も
頑
張
っ
て
欲
し
い
と
思
い
ま

す
。
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。
�

（
写
真
は
練
習
に
励
む
、
Ｎ
高
ラ
グ
ビ
ー
部
）
�

�

養老牛温泉�
紅葉まつり�

ラ
グ
ビ
ー
日
本
代
表
に
�

Ｎ
高
出
身
二
名
を
選
出
�

所
得
税
、
住
民
税
の
�

障
害
者
控
除
対
象
者
の
認
定
に
つ
い
て
�

　
所
得
税
や
住
民
税
の
障
害
者
控
除

は
、
身
体
障
害
者
手
帳
や
療
育
手
帳

を
受
け
て
い
る
人
な
ど
が
対
象
に
な

り
ま
す
が
、
こ
れ
ら
の
人
の
ほ
か
に
、

年
齢
が
六
十
五
歳
以
上
で
同
じ
よ
う

な
障
害
を
も
っ
た
人
と
し
て
市
町
村

長
の
認
定
を
受
け
た
人
も
対
象
に
な

り
ま
す
。
�

　
町
で
は
、
介
護
保
険
の
要
介
護
認

定
で
、
介
護
度
が
要
介
護
一
か
ら
五

の
間
に
認
定
さ
れ
た
人
を
対
象
に
障

害
者
控
除
の
認
定
を
行
い
ま
す
の
で
、

要
件
に
該
当
し
希
望
す
る
方
は
、
障

害
者
控
除
対
象
者
認
定
の
申
請
を
し

て
下
さ
い
。
�

　
詳
し
く
は
、
保
険
介
護
課
介
護
保

険
係
ま
で
。
�

○所得控除額�

所得税

27万円

40万円

住民税

26万円

30万円

控　　　除　　　額

障　害　者

特別障害者

（下記の控除額が所得金額から控除されます。）�

○障害者控除対象者認定基準�

障
害
者
�

特
別
障
害
者
�

介　護　度�

要介護１～３�
知的障害者（軽度、中度）に準ず�

身体障害者（３級～６級）に準ず�

知的障害者（重度）に準ず�

身体障害者（１級、２級）に準ず�

ねたきり老人�

ねたきり老人�

※ねたきり老人～要介護認定に係る障害老人の日常生活自立度�
　　　　　　　　（寝たきり度）の判定がＢ又はＣの場合�

認　　定　　区　　分�

要介護１～３の内�
ねたきり老人�

要介護４，５�


